













共にご退任となった。これにより評議員は 12 名（前年度は 13 名につき 1 名





　職員では、2018 年 1 月に研究部在籍の山村義照研究員が、図書部（閲覧複
写課・複写係）に異動、又、客員研究員の相原佳之氏を研究部嘱託研究員と
して採用した。又、同年 3 月、普及展示部の牧野元紀主幹研究員が退職した。
尚、同氏には 4 月 1 日付で文庫長特別補佐として引き続き勤務（非常勤）い
ただくこととした。
　褒章関連では、2017 年 4 月に濱下常務理事が米国学士院（American 




2（1）前年度 2017 年 3 月にクレジット・リンク債 5 億円（利率 1.71%）が満期
となり、これを高配当利回り株式で運用すべく、前年度中に約 216 百万
円の株式を購入したが、本年度に入った 4 月に株式を追加で約 208 百万
円購入した。配当利回りは 3 ％弱であるので、運用利回りは若干改善し
た。










名誉文庫員の方 5 名より 720 万円のご寄付をいただいた。





取り付けるなど改善を行った。また、2017 年 7 月、降雹により本館屋上に設
置されている空調室外機が多数破損したため、修理を実施した。
　当文庫のデータベースのアクセス数（訪問数）が月間約 70 万件となってい
る。本年度の当文庫の図書の増加は、購入 2,275 冊、受贈 5,000 冊、合計 7,275
冊であった。
　モリソン文庫渡来 100 周年記念事業として下記 4 冊の刊行物を出版した。
『モリソンパンフレットの世界　改訂増補』（東洋文庫論叢第 81）



















　シンポジウム等としては、12 月に《モリソン文庫渡来 100 周年記念国際シ
ンポジウム》として「碩学が語る東洋学の至宝のすべて」を開催し、同月に
 2 日間に渡って「第 6 回中国当代史に関する日中共同研究ワークショップ」
を、3 月には国際ワークショップ「中国の外交と国際関係」を開催した。
　研究資料の出版では、本年度は定期出版物 8 冊に加え、オンラインジャー
ナル 1 件、論叢類 6 冊を発刊・公開した。又、各種研究会を計 228 回開催し、
合計参加人数は 2,125 名であった。受入れ外来研究者 4 名、外国人研究者へ
の便宜供与は、アメリカ、中国等 10 カ国より、50 名であった。日本学術振













年 4 月 19 日～8 月 6 日
（2）「モリソン文庫渡来 100 周年　東方見聞録展～モリソン文庫の至宝」2017
年 8 月 16 日～2018 年 1 月 8 日





















年 4 月 1 日より施行）。
